材料工学研究分野における研究資金の現状と効果に関するアンケート調査

政策研究大学院大学では、文部科学省の評価・研究開発法人支援室と共同し、科学技術イノベーション政策の立案を支援するための調査研究(*)の一環として、研究者へのアンケート調査を実施しております。
(*)「科学技術イノベーション政策における「政策のための科学」推進事業（SciREX事業）https://scirex.grips.ac.jp/project/kyoshinkajitsugen21-1.html
本アンケートでは、材料工学分野を対象として、研究資金制度の現状や効果の認識、特に複数の研究資金の活用状況、研究資金制度の研究活動促進効果、複数の研究資金の間での相乗効果や相補的効果についてお聞きいたします。
回答内容は回答者個人が特定されないように処理し、基本的に集計された結果のみを公表いたします。
研究現場の声を政策形成に反映させるため、是非、回答にご協力をお願いいたします。

■対象者
　科学研究費助成事業において材料工学の研究課題への採択がある研究者の方々

■実施者
　政策研究大学院大学 科学技術イノベーション政策プログラム 林隆之
文部科学省科学技術・学術政策局研究開発戦略課評価・研究開発法人支援室

■問い合わせ先
未来工学研究所（調査支援機関）　担当：田原　sti01@grips.ac.jp　
（回答は scirex-enq2023@ifeng.or.jp より返信します）
※寄せられた質問と回答はこちらに記載して参ります。　https://www.ifeng.or.jp/wp/scirex-enq2023/

■調査実施期間
　2023年2月13日（月）までに回答のご協力をお願い申し上げます。

[image: ロゴ

自動的に生成された説明]


あなたの以下の論文を作成した研究活動（この論文を研究成果の一つに含むような研究テーマに関するあなたの研究活動）についてお聞きいたします。

	送付されましたアンケートシステムのリンク先に表示されております。
お手数ですがご確認くださいますよう、よろしくお願いいたします。



セクション1：研究活動についての基礎情報

Q1-1 当該研究活動の実施期間を教えて下さい。
※同じ研究テーマの研究活動を長期間に渡って継続して行っている場合には、本論文に最も直接的に関係した研究プロジェクト資金の開始・終了年としてください。

	（　　　　　　年～　　　　　年）



Q1-2 この研究活動は、次の研究開発段階のどれに該当しますか？　数字の横のボックスにチェックをつけてください。（複数回答可）

	☐1：科学的な基本原理や現象の発見・理解

	☐2：科学的原理・現象を踏まえた技術的応用のアイディア形成

	☐3：技術アイディアやコンセプトの初期段階の実証

	☐4：研究室レベルでの技術実証

	☐5：想定される使用環境での技術実証

	☐6：企業等における事業化に向けた実証や試験

	☐7：企業等における製造ラインの構築や生産




セクション2：研究資金について

Q2-1：この研究テーマの研究活動は以下のどの資金制度の資金や資源を用いて行いましたか。該当するもの全てについて、数字の横のボックスにチェックをつけてください。。
※研究を長期間に渡って継続して行っている場合には、本論文に最も直接的に関係した研究プロジェクト資金、ならびに、それと同時期に受領していた、同様の研究テーマや研究領域の研究資金を全て答えてください。
※あなた自身が研究代表者であるものだけでなく、分担者であるものや、あなたの所属組織が獲得しており、あなたが本研究活動のために経費を使ったものを含めてください。

	A. 国の研究資金制度（主なもの）

	JSPS
	☐1. 	科学研究費助成事業　特別推進研究
	☐2. 	科学研究費助成事業　特定領域研究

	
	☐3. 	科学研究費助成事業　基盤研究(SあるいはA)
	☐4. 	科学研究費助成事業　基盤研究(BあるいはC)

	
	☐5. 	科学研究費助成事業　若手研究
	☐6. 	科学研究費助成事業　新学術領域研究

	
	☐7. 	科学研究費助成事業　挑戦的萌芽研究
	☐8. 	科学研究費助成事業のうちで上記以外

	
	☐9. 	21世紀COEプログラム・グローバルCOEプログラム
	☐10. 世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）

	
	☐11. 	国際交流事業（二国間交流事業、優秀若手研究者海外派遣事業、外国人招へい研究者など）
	☐12．日本学術振興会特別研究員制度

	
	☐13. 	卓越研究員事業
	

	JST
	☐21. 	戦略的創造研究推進事業 CREST
	☐22. 	戦略的創造研究推進事業 さきがけ（PRESTO）

	
	☐23. 	戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発(ALCA)
	

	
	☐24. 未来社会創造事業
	☐25. 研究成果展開事業　研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

	
	☐26. 研究成果展開事業　先端計測分析技術・機器開発プログラム
	☐27. 研究成果展開事業　地域イノベーション創出総合支援事業

	
	☐28. 研究成果展開事業　センター･オブ･イノベーション（COI）プログラム
	☐29. その他の研究成果展開事業（ S-イノベ、START、産学共創基礎基盤研究プログラム、OPERAなど)

	
	☐30. JST復興促進センター　復興促進プログラム
	

	文科省
	☐41. 元素戦略プロジェクト
	☐42. ナノテクプラットフォーム、ナノテクネットワーク

	
	☐43. 統合型材料開発プロジェクト（旧：ナノテクノロジーを活用した環境技術開発）
	☐44.	ナノテクノロジー・材料を中心とした融合振興分野研究開発

	
	☐45. 原子力システム研究開発事業
	☐46. 先端研究基盤共用促進事業

	
	☐47. 	私立大学等経常費補助金特別補助・私立大学等研究設備整備費補助金
	

	内閣府

	☐51. 	最先端研究開発支援プログラム（FIRST）
	☐52. 	最先端・次世代研究開発支援プログラム（NEXT）

	
	☐53. 	革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
	☐54. 	戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

	経産省
	☐61. 	NEDOナショナルプロジェクト・実用化促進事業（革新的新構造材料等研究開発、超ハイブリッド材料技術開発など）
	☐62.  NEDO分野横断的公募事業（先導研究プログラム、未踏チャレンジ、先導的産業技術創出事業若手研究グラントなど）

	厚労省
	☐63. 	厚生労働科学研究費補助金
	

	総務省
	☐64. 	戦略的情報通信研究開発推進制度
	

	環境省
	☐65. 循環型社会形成推進研究事業（廃棄物処理等科学研究事業）
	☐66. 環境研究総合推進費



	B. 所属する大学・研究機関・企業内の資金

	☐71. 運営費交付金等から、個人に経常的に配分される基盤的資金
	☐72. 運営費交付金等から、内部組織（部局）に経常的に配分される基盤的資金

	☐73. 組織内で配分されるプロジェクト資金
	

	C. 外部（所属機関以外）からの研究資金
	

	☐81. 民間企業からの共同・委託研究費・奨学金
	☐82. 非営利組織（財団等）からの資金

	D. その他、上記の選択肢以外（ご記述下さい）

	☐91. ［　　　　　　　　　　　　　　　］

	☐92. ［　　　　　　　　　　　　　　　］

	☐93. ［　　　　　　　　　　　　　　　］




Q2-2：　選択した研究資金制度を合計すると、あなた自身は平均して1年間でどの程度の研究費を用いましたか（あなたの研究室にて人員を雇用していた場合の雇用費なども含みます）
	およそ　　　　　　万円





Q2-3：前のQ2-1（当該研究を行った研究資金）のうちで6つ以上の資金を選んだ場合、この研究活動を行うために重要であったと思う資金の番号を、5つのみ選んでください。（以下ではその5つについてお聞きします）
	






セクション3：研究資金の効果に関する質問（研究資源）

Q3-1：当該研究活動を推進するために、あなたが受領していた研究資金制度は、効果がありましたか。
以下にあげる要素ごとに、効果が大きかったと思う研究資金制度があれば、Q2-1の番号を記入してください。

(1) 外部から研究用の試料・データを入手する。
	



(2) 研究用の専門的ソフトウェアを入手する。
	



(3) 研究装置を新たに購入する。
	



(4) 研究装置の維持・更新を行う。
	



(5) 共用の研究装置を使用する。
	



(6) 大規模実験施設・装置（Spring8、J-PARK、スパコン等）を使う。
	



(7) 当初計画に縛られず、柔軟に資金を利用して、研究を行う。
	



(8) 研究を行う時間を、他業務を抑えることで、確保する。
	



(9) ポスドク等の優秀な若手研究者を多く雇用する。
	



(10) 優秀な大学院生を研究室に多く所属させる。

	



(11) 研究支援者（技術支援者や事務支援者）が多くいる。
	




Q3-2：あなたが当該研究活動を理想的な環境で実施するためには、以下の項目は、どの程度重要なものでしたか。実際に実現されていたか否かにかかわらず、あなたが考える理想的な研究活動のためにはどの程度重要であったかを5段階でお答え下さい。（数字の横のボックスにチェックをつけてください）。

1.	自分の研究にほとんど影響しない。
2.	若干影響するが、無くても研究はできる。
3.	研究活動を行うために必要である。
4.	研究活動を優れたものにするために重要である。
5.	研究活動を国際的に卓越したものにするために重要である。

	外部から研究用の試料・データを入手する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究用の専門的ソフトウェアを入手する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究装置を新たに購入する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究装置の維持・更新を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	共用の研究装置を使用する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	大規模実験装置(SPring-8, J-PARC, スパコンなど)を使う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究資金を、当初計画に縛られず、柔軟に利用する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究を行う時間を、他業務を抑えることで、確保する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	ポスドク等の若手研究者を多く雇用する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	大学院生が研究室に多くいる。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究支援者（技術支援者や事務支援者）が多くいる。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5




セクション4：研究資金の効果に関する質問（交流や課題設定）
Q4-1：当該研究活動を推進するために、あなたが受領していた研究資金制度は、効果がありましたか。
以下にあげる要素ごとに、効果が大きかったと思う研究資金制度があれば、Q2-1の番号を記入してください。

(1)所属組織内・外の同分野の研究者（科研費の小区分や細目が同じ研究者）と頻繁に交流を行う。
	



(2) 所属組織内・外の他分野の研究者（科研費の小区分や細目が異なる研究者）と頻繁に交流を行う。
	



(3) 海外の研究者と頻繁に交流を行う。
	



(4) 企業等と交流を行う。
	



(5) 研究課題を自分の知的関心に基づいて設定する。
	



(6) 挑戦的な研究課題を設定する。
	



(7) 社会・経済的課題を意識して研究課題を設定する。
	




Q4-2：あなたが当該研究活動を理想的な環境で実施するためには、以下の項目は、どの程度重要なものでしたか。実際に実現されていたか否かにかかわらず、あなたが考える理想的な研究活動のためにはどの程度重要であったかを5段階でお答え下さい。（数字の横のボックスにチェックをつけてください）。

1.	自分の研究にほとんど影響しない。
2.	若干影響するが、無くても研究はできる。
3.	研究活動を行うために必要である。
4.	研究活動を優れたものにするために重要である。
5.	研究活動を国際的に卓越したものにするために重要である。


	所属組織内・外の同分野の研究者と頻繁に交流を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	所属組織内・外の他分野の研究者（科研費の小区分や細目が異なる研究者）と頻繁に交流を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	海外の研究者と頻繁に交流を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	企業等と交流を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究課題を自分の知的関心に基づいて設定する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	挑戦的な研究課題を設定する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	社会・経済的課題を意識して研究課題を設定する。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5







セクション5：研究成果についての認識
Q5；この研究活動について、以下のような成果がありましたか。5段階でお答えください（数字の横のボックスにチェックをつけてください）。

1　全く当てはまらない
2　あまり当てはまらない
3　どちらとも言えない
4　やや当てはまる
5　大変よく当てはまる

	学術面
	研究成果が評判の高いジャーナルに掲載された。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	
	研究成果がレビュー論文・記事に取り上げられるなど、注目された。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	
	研究成果が異なる研究領域から引用・参照された。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	社会面
	企業等において関連技術の継続開発につながった。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	
	研究成果が社会的課題の解決につながるとしてメディアなどで報道された。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	基盤形成面
	本研究活動を通じて、優れた博士学生やポスドクを育成することができた。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	
	本研究活動で開発した研究装置やデータ等が他の研究者にも活用された。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5





セクション6：自由記述
Q6-1：受領していた個々の研究資金制度に関して、ご意見があれば記入ください
（どの研究資金制度はどのような点で効果的であったか、あるいは課題があったか等）。

	







Q6-2：研究プロジェクト資金、運営費交付金、研究拠点向け資金、若手フェローシップ資金など、あなたの研究を進めるためには、複数の資金の構成がどのようなものであれば、良いと思いますか。ご意見がありましたら記入ください。
	











セクション7：所属組織について
Q7-1：あなたが所属している組織（部局、研究センターなど）について、伺います。所属組織では、以下のような雰囲気があると思いますか。5段階でお答えください（数字の横のボックスにチェックをつけてください）。

1　全く当てはまらない
2　あまり当てはまらない
3　どちらとも言えない
4　やや当てはまる
5　大変よく当てはまる

	組織として戦略的目標を設定して研究活動を行う。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	研究を推進し、優れた研究を奨励する雰囲気がある。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	組織内にいることで、知的関心が喚起される雰囲気がある。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	若手研究者を育成していこうとする雰囲気がある。
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5



セクション8　所属組織における研究者の能力構築
Q8-1：あなたが所属している組織に在籍していることで、ご自身が以下の能力を修得し向上する効果がありましたか。5段階でお答えください（数字の横のボックスにチェックをつけてください）。

1　全く当てはまらない
2　あまり当てはまらない
3　どちらとも言えない
4　やや当てはまる
5　大変よく当てはまる

	1. 学術分野についての最新知識や幅広い知識が修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	2. 新しいあるいは学際的な研究手法についての知識が修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	3. 実験・分析を行うスキルが修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	4. 多分野の知識や情報を総合化して理解し、新たな発想をすることができるようになった
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	5. 新しく創造的な考え方で、研究トピックやアイディアを構想できるようになった
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	6. 自らの今後のキャリアを構想して進んでいくことができるようになった
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	7. 知的財産権の管理の知識・スキルが修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	8. 自ら研究課題を企画し、進捗を管理することができるようになった
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	9. チームワークを高め、人をマネジメントする能力が修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	10. 専門外の人に研究を伝えるコミュニケーション能力が身についた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	11. 研究成果を商業化する知識やノウハウが修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5

	12. 社会課題を認識して研究として取り組む能力が修得できた
	☐1 ☐2 ☐3 ☐4 ☐5




9．回答者の情報

Q9-1：本研究活動を行っていた時点での、あなたの所属機関名、部局名、職位を記入ください（例：○○大学　○○研究科附属○○センター　特任准教授）。
	



Q9-2：本研究活動を行っていた時点での、雇用形態を選択ください。
	☐1. 任期あり（1年以内）

	☐2. 任期あり（2年～5年）

	☐3. 任期あり（6年～10年）

	☐4. 任期なし



Q9-3：本研究活動を行っていた時点でのご自身の人件費が、運営費交付金以外の外部研究資金を財源としていた場合には、その資金制度を記入ください。
	



Q9-4：現在のあなたの所属機関名、部局名、職位が上記とは異なる場合には、ご記入ください。
	



Q9-5：現在の雇用形態を選択ください。
	☐1.　任期あり（1年以内）

	☐2.　任期あり（2年～5年）

	☐3.　任期あり（6年～10年）

	☐4.　任期なし



Q9-6：現在の年齢をお教え下さい。
	（　　）歳




Q9-7：ここまで回答対象としてきた研究活動と同時期にあなたが携わっていた別の研究テーマや研究領域の研究活動があり、前のQ2-1で回答した資金制度とは別の資金制度から資金や資源を得ていた場合には、該当するものを全て選んでください。

	A. 国の研究資金制度（主なもの）

	JSPS
	☐1. 	科学研究費助成事業　特別推進研究
	☐2. 	科学研究費助成事業　特定領域研究

	
	☐3. 	科学研究費助成事業　基盤研究(SあるいはA)
	☐4. 	科学研究費助成事業　基盤研究(BあるいはC)

	
	☐5. 	科学研究費助成事業　若手研究
	☐6. 	科学研究費助成事業　新学術領域研究

	
	☐7. 	科学研究費助成事業　挑戦的萌芽研究
	☐8. 	科学研究費助成事業のうちで上記以外

	
	☐9. 	21世紀COEプログラム・グローバルCOEプログラム
	☐10. 世界トップレベル研究拠点プログラム（WPI）

	
	☐11. 	国際交流事業（二国間交流事業、優秀若手研究者海外派遣事業、外国人招へい研究者など）
	☐12．日本学術振興会特別研究員制度

	
	☐13. 	卓越研究員事業
	

	JST
	☐21. 	戦略的創造研究推進事業 CREST
	☐22. 	戦略的創造研究推進事業 さきがけ（PRESTO）

	
	☐23. 	戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発(ALCA)
	

	
	☐24. 未来社会創造事業
	☐25. 研究成果展開事業　研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）

	
	☐26. 研究成果展開事業　先端計測分析技術・機器開発プログラム
	☐27. 研究成果展開事業　地域イノベーション創出総合支援事業

	
	☐28. 研究成果展開事業　センター･オブ･イノベーション（COI）プログラム
	☐29. その他の研究成果展開事業（ S-イノベ、START、産学共創基礎基盤研究プログラム、OPERAなど)

	
	☐30. JST復興促進センター　復興促進プログラム
	

	文科省
	☐41. 元素戦略プロジェクト
	☐42. ナノテクプラットフォーム、ナノテクネットワーク

	
	☐43. 統合型材料開発プロジェクト（旧：ナノテクノロジーを活用した環境技術開発）
	☐44.	ナノテクノロジー・材料を中心とした融合振興分野研究開発

	
	☐45. 原子力システム研究開発事業
	☐46. 先端研究基盤共用促進事業

	
	☐47. 	私立大学等経常費補助金特別補助・私立大学等研究設備整備費補助金
	

	内閣府

	☐51. 	最先端研究開発支援プログラム（FIRST）
	☐52. 	最先端・次世代研究開発支援プログラム（NEXT）

	
	☐53. 	革新的研究開発推進プログラム（ImPACT）
	☐54. 	戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

	経産省
	☐61. 	NEDOナショナルプロジェクト・実用化促進事業（革新的新構造材料等研究開発、超ハイブリッド材料技術開発など）
	☐62.  NEDO分野横断的公募事業（先導研究プログラム、未踏チャレンジ、先導的産業技術創出事業若手研究グラントなど）

	厚労省
	☐63. 	厚生労働科学研究費補助金
	

	総務省
	☐64. 	戦略的情報通信研究開発推進制度
	

	環境省
	☐65. 循環型社会形成推進研究事業（廃棄物処理等科学研究事業）
	☐66. 環境研究総合推進費

	B. 所属する大学・研究機関・企業内の資金

	☐71. 運営費交付金等から、個人に経常的に配分される基盤的資金
	☐72. 運営費交付金等から、内部組織（部局）に経常的に配分される基盤的資金

	☐73. 組織内で配分されるプロジェクト資金
	

	C. 外部（所属機関以外）からの研究資金
	

	☐81. 民間企業からの共同・委託研究費・奨学金
	☐82. 非営利組織（財団等）からの資金

	D. その他、上記の選択肢以外（ご記述下さい）

	☐91. ［　　　　　　　　　　　　　　　］

	☐92. ［　　　　　　　　　　　　　　　］

	☐93. ［　　　　　　　　　　　　　　　］



Q9-8：上で選択した研究資金制度を合計すると、あなた自身は平均して1年間でどの程度の研究費を用いましたか（あなたの研究室にて人員を雇用していた場合の雇用費なども含みます）。
	およそ（　　　　）万円



質問は以上です。ご回答くださり、ありがとうございました。
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